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ムドガル（H.G目 Mudgal）は，ボンベイで 2, 3 
種類の定期刊行物を発行していたが， 1950年 4月
にかれが無所属で憲法制定議会の議員に選出され












































,fこと弁i1jLt二1):,r, 1c -，土19:il ＂＇！；二（ JJ ：こ ；~1i>Cム
I -rJルj訟はハ1/',Jt岨：士とりわけ凋iJi;：ド、主（inq1 If y 
じon1t1!tei1 : c/ を民案 L1こ， 二内J.t案が，1f
，），ケ I ザ I ;' ＋ャ 1!T. T. l~rishnamachari• i' k 
F：すふら人の 111会議はか：与る 1~icr1q ;,1J 1c :f n会が
H .~ri .:~ / 1. /:_' γ ，，問任委fl会にじ：r ,:. /fl-;i、l上，ム
2：，＂この際立，議員がもと而級官僚で J争〉る場frにばか
れを媒介として業千？と官僚との結〔；；－－）きはい J 》そ
うてムースに行なわれている（， i:i）。 ムドグル (7)JJ~ 




ド1;，：ν G') IXJ主l誌はとしごの行動に♂山、てであるが をとらず（＇＇， iをoj手業｛本に「1l~：，議 tiが） z:, f工をうけた特
はたして方、；／l ！）＇.議員として clJ J也f，＇［全手 lj）日 L、 -7・" i) 〉主主抗j室行♂）之、Hi出iとして， ある L、はその卒業｛本山
寸L協会，；，；利益さ：念聞に：t5 L、て品会1"l-c'i'rltiJ L., 被写f'HとLてJ(i主務上山経費支出という巧妙な形式
光物明約！MflilJ法案ぺ改訂提案を:ts.: －／.仁＇， ;i：制1と をと 4 3【 _fjIJ ' -l;lしたとこ λでl土台法的にさえ
山副会ふ－ ＇旋士 Jiこtr.い、その代f'iペ：H協会；：E安 みえる山であるり
J比L／二か丙；~、で，t;’） ・'I 
二を去iニ7」yノIι1司折、i守I且lt, L、すミ;!Lιl.'1" Iとlハ；／こ f （イ） 二こで腐敗攻掌のめ Eにめげんれた同会議
/,tH委［主主（士、 ムドり lレ議 (c:~ が rを；J ／：.以内昭和fi l l l:J、 政＇，'t；こ無所悼の｛瓜ーなLfこーウ；i易にん－ 'tこ。 ま
1・ （ド： 1j_,、（； L、，ii、 1/IH垣 j ） 巨大.~；；ょ i El；，，；淀日山地｛，＇.，： ／ご、 二内iij会議；iをその企業I1 的に使，，た事業｛｛，
t,r.し！！いーたことであるとしたり これはぷi主にふき もっせ少資本ごわり， 支払われた報酬も ;j，ずかな傾
,/JI く／｛い、行犯であ i人 法民のi',.iたそit・ ）けた f てふ r 》たc j見在干rJmcさと与資れからは，ムドガrレ
議日土二山事業体川会長およびそのス夕、ァフとの
;I;,) t乞,1dLトら除名処分十あ耐：誌が G,1- i：上 [1¥J山ラ過去かじ（／）社会的，人的関係；士不明であし
I）出されたり にとえは，ムドガ 1-，義はの選挙運動や資金I減速に
ムド ／］ ／し,J; [1i上、この凶j訟の＇1f，誌にitし、む 1lifに， このすifよ｛本山 arirk1J ：~，，－ 》たかi奇かの jんははできな
為、すから』干支全J",'t/ !1したr
f若干の l~ri ti （ロ！ ,J，＇］査委民会の設置
1) ・γti/' 
（イl こび〕工争♂（＇［二！） '.f守｛蚊は， l手i会議員A、その；也（立を 1司会l人lに立け f》れた ‘種の審査委I主会であつたO
平ljlt L〆て不J、hりl!J益を，H今 t Pたμに浄〉る f I,，］議只；1ラ ムドガル議iえにも十分に答弁の機会や証拠法上の
i'J 己 ~3 ヒひ（氏側をうけた他人のす，： ;t,1i刊誌前進山 保護が与えられたo "1H処の解釈につし、ても意見を
ために議会での質l¥J、語、案山口文：；r, そ）>f也の議会 述へる機会が与えられたとし、う。この調査委員会
Tii:をし， また大恒三＇ ;/"f－~干とのひき f：わせなどの ぷ［民挺案にいたと3ネル－aキlの決定は，先にみた
行為i二基刊さ， その代償を業煮に主主：止としてし、たも (1ラジ上7、イン事件， ビジュ・ノミトナイクらの事










1，、ーで 1いる 7 'o
（パ l) : ＇え ヘ J住民快tご Y'・ • CI i，お『L.Shakd-
hl'r !. ＇；えJJou111alοf the Societyοf （’frr！，・sat the 
Tllhlρ in 1,m j’ir,・ l',rdiaments, 19:"il ＇すたん！
i’ノ． { . i・ ＂出fて下1:;"t, . ン ’L i:  'l。う ji 件、
,J川；， : : ＇、 Shak《！her,. I, ・，土 Jl1Jl' ¥ Yヴ・ 人
町 Smじnclranath I Jwi℃ピてly and C_ S. Bhar伴1va,
Politi, al （、orru／》tionin ln,lia (>lt'w Delhi、1%7¥
pp. GJ～（市 4η  
( i 2 l ・L (( q;IJ. H会、 195］；ド βJi6 I lーたん
I jもこ；： Lj c:'., .乙1:t , i ノ•； •L 川 li三）ilJI. （ノ
,; 〆IJ ・ ):l、TJ'l iト.＇： ＇，乙ド Ii｛：生，1，＇♂： 4 ：～ 7
'., ＇：ノ ！ ,.: ': ・.十 η 仇l'.Iハ、 1＇ト：tノ：，： ＇と＇ p'i Jそ，
[1日； IY I ( /'. ＇て： "/ : ! 'I /¥ _,' • ' f 
νl  lて‘ , '.i';_h '・ fと二〆｝ー iィt:l、 •. i・ '1 
-: : [•I;: • 'itl'ciJ . t: ', I ；，＇：市ヰ f;; : ：，外t'i_' jf¥ !, 
t、！ l ＇，じ＇，：（ ij仁三 1,'ii;f iふ三、：：，川 l千1
: ＇九二 I f, J 、「： 1-/ .、 f-., Ii " 1,:1,:;, ; .、！、：・ i司？
み九，＇I児向｛士 '1: -l、ろ刀J I /: f’l .'・ ＇ぃ－ ,.e I、
rn：。， I" 己所；tr)i: 'i.J I. -: ＇－、心か！ JUI;' ! c l土［セ＇1£
.，立可＇i: : 七、｜ 了、 Jf 守 町｝、 P～ iJ. iうも
'! ,i¥l,j •, 1j A、-c '; T, 日三、 tノ : l • lh;, ( fド
；て主I:;':/・ ~- ',lリナ：， ': fよもり’よ ic' ！ 一：ト ！c!!• .・ 1-I: 
I す - - ,, ' ，，ノ｝一－ . 
〔iI :l J イヘ：・ -' ( I ) に J.'., c : J, Commissiりnof 
[nquiry 令「丘町長日三」、山 l r て f;,:, 11仁1:1
' Jく司；t't"il 怖を 1,-, I －，ぐ f'cei 、1・,J', I;・ '.1・ ＇ヲ 'JI 
'/' C /1_；司十心、，，ご ＇tHうゐJ、 「九！？！左 i~ : Iに.J.＇ふ
,・ ＋守，I 0ヲ？！？！ム：、
,_,! t ’－＂ －ーし＇・ ＇ー.－ハ
I 1 ' 4 ) }tilct.' s ¥ ' S人＇， I 
l、 J ’I • I 
T. T. 1,rishnamachari （主｛IJ、）
Pm[. I心 T Shah 
Syc-rl Naushγr Ali 
ノ
.¥Jrぉ（ τ＿ Tlur日abai (I瓦（lit1¥Trs. lJとshmukh)
¥fr_ Ka日l1in日tliara円 Vairlva
（止 s) ｜｜イ；.Iじ｜人ぐ／，司 t・ H‘，1'九
／（どの；；＼＇fzどn；：にわL、ご，この析の,f,Jitl) ) i'＇防が守F
Lι とし、＿Jilるη たとえば， il1t/a1 ',;: ?): I( fx:¥(, fr~山内 'Hl』
（エーィL／！：取れ， 1971;1と）， 129べ ／ちJI九
C n fiJ !:i仁、主がぶ；でに与のIU.！主i三＇） 二ム， 1ぅ＇~
, , : t, ,;. nをn以上てその干IJ/,;,J，可J住につか.・， ,,r,u年〈
, L こり i：」わるのイン：のたlt問ヒノレラは，第4次
L' '1~ ）子 1U1iii Iごゴ） 1 ＞トt"I；＇.υこ100人をこえ之Jそり｛＇
ヅPかか～た t，五日ペ 4，ヨ j J：理浮さ11てし、f二。
( il 7 ) ＋トンターァム玉、（li::U, こし＇）；.＇i,にノ日＇ ,: ;i: 
川上 λ’ょ／r/J：＇；ペ！ 亡！、るわ
第 1；よ， .:i",t＼こi勺；：；！壬：れeこl(i'わjL C 1，、る行け、さマ》
く＿； J) ¥i士三J小 iらこ，c0 
;T, 2 :.r，込（＼け、！！旬、／） :'.: t上J.,( I ・Jrのために）、：：，：J;
よ fト；，~人と Ji;命i\ ケ 1 ， ず弘こ l.t t，λなし、行
げ＼ :l f二，ふt：「1'1J'!HI分 νハ不i!lfに関係あるd、主＊ぺ・J1
'l！かぶ，；＆ i三n・こLK るτ：＇,J:i，そ ，；＞，；/i;lHi-i-/l＇）足， tJ，；長：；上
「、！？》 ／！： i-IJ!i, . -, i JI，－，付L、
二＇－＇＇≫－／ 'I- -J 人 ｝，＇（＼；，つMdi虫、，平 c!it J 'J.i、か~. 占
H fという十世・；＇； itFかないo'tJQ,si、L[fi-いに J ぺ、てlt, 
/'. c'！支出lh宅，；WI,!'J，！二：L、。
P. S‘：＼.fohar，“Corruption in the Public Servict'S 
in India，刊 Inιlian Journal of Politiml ぷiυZ印
















大蔵行，.こり L19以内ゐ KJi, 、＇'il寺山1tfi務HIケリシ十
4ラ
1971060048.TIF
これまでil：間にFγ グラ・r:,n会の調査事：Tfti土有｛flニ準備忠行Js; r ,,Imamηchari¥, マFャリ er.T 
あff,~；企生んできたムンドラ系企業のj>;,k;;f を生命保,j ：，ベ f山j友＇！＇IJ•j （などから iJ芯、
二JI i二付 1};1~'i_ 1句、二三＇！；－｝；／，ぶ士，
アヘ’・ブ司、
はたして通常1:;ir;,tLが大量に民L、付けることは，
ιF .'): 1It .~ A 1_ i_・ .,_ 
この株式1¥UJIの；点任(/) ·~·三 f五十i,Y.，；と花えじれるか，ムシ｜ご7 、・＇1川刊lニJ土1!J:iJfFJ；市・ ", il ! I '., ，、ると
その他この取，.JIiこ間連ある事i良 υljfこ.7；；土；；＃：か，答えたがHv •J!h立もと c' ，注，！， , ＇た r
J)  ＇・、 C，：長、 J 、？こ0f. "・ 
L. ,' Fγ ！）が絞れ！？こな
’ー..
＇，ご J) jτ／： 
r ¥'・／－；芸n;,,n報告は 1%8年三 Jに公表されI 'ate I! /J, ヘI}~ 1:t古事件）／）叫
これににるとム J ドラと山口元づいこi丘J左段、lf,;、.J_) ／ー ！）＇，、I, I、／., - ,, I I ーの
1. l必な役；l,:ij在来fこしたのは大！歳次1'’パ←rルであそら Jl ケ IJ j i一、 f け I /1¥1i;,Hliこれ I）新 i
勺 ＇｝ J 十一J千 γ ！）も’tr情をしりながらこ
;fl. f黙 I芯して L、たことが宇l]PJLよ二、しかもにこび＞lt
政J(f ノトら 111：·，；~した特殊法人であふ生命保険公社

















































主役陣に人！日01Jj 1., I；ーも政資しておきなが，・，，,}il,j;土，，りiJl_ ＼未式l七fJ&,' >i.:f rj 'c Hi駐さ t＋ふ ！＝ /i) f乙
ムL ドラ｜司、（／）fパ/flをj0りこιこと ιしなか》よこ。f 〆 1:111 伝銀行犯／；＇；~!i: ヰじ（10fH i I fttA＇.‘ )< i長；J:'r¥',




ii'r に午命保［＇.~）i：「i/J・ l川（）万 Jレ，~·ーをム〆 F ＇系し I)
、） ；［.、: . -, . -, ／，＇、：＇＂戸 t.・レ），： . トペ F し 1,¥、ノl',' Jl:. 山 V 1ぇι失ヲ j L一，
もーず
‘、{ > !'[E! （［：銀行'I＿命保険会tut氏、土中心ど、
かィためるので政府はムシドラ株の購入にや小叶＼!J係.'} •［.りいノ ＇1 tiに取り｜「1r総裁との問でそん 1・，れ／三




















:lt:J大主主i)：’1'f（／）ノ、－， leかじ J Yよzことで，
ずん、 iJしらぬこと／：と述へたし十 3）。
’＇／ ＇委員会｛仁
こ＇） i生吋iι ，；り J]i, ！二 ！.~ !i. ＼，、う九｛こ
ムレ｜、ニ！'>{l/1li tコX1J;) jj 1, l ,'<1; I ': • p，と付に37λ
Ij.－レヒ＼ワーはl'!.: ＇~二 l 「j、んせに〉
自立 7 L ilー λ ・.＇／斗ンー（，日 fン／＇， 7・Jゲンンー
〕 ！）、し‘
C 
じり七；’ l " 
く－ p，し、LL〆／ヒ。
ケ土：｝＜：，； .J iよここ 1/)1－＼・ゲす乏民会報f;ト二主iL, 父 1° Iし！「i初日）た）（上；；高二；：ミどこれti¥Jh't{をとけしげ、
七）［.ーホカイl(i：かli '・ ・, ! : fγiliJ怒り，一（こも｛故 Ji（（ドJ ん，il,',J.ti＂全•，t;j ~1'i L t.り '; ,: ’／ iて／七
yソりうを1i),'J,iM査のすすめJ:ift,;J法的にも三lfらにlfJ1.i ,l ftt二けとJrふりH にートー一一仁 川，－ '-1ド1 可 Pγll 企，ム、
')[JfOJiJ¥/ij しにも失敗したとさえ述べ、，パ，.－ / ' ＇，【ド＼ラ、＇ ＇、ブ L ，，＿／』ーア、・ヴザザ 刀ゐわ： ＇.i
--,1,、にド I＇＂ーも子 γ7、－； fijポ
しよらとし fこんl～
t交iff土，＇lFャゲラ委民会報告に続いて，fこC .J o で調子Eを＇l:：ぷし、
t’1'/ ( －，・ L ・；j、、ス＇l'lpjf(Ju山ce¥'iv時n Bos引を
，＇.テ yレJ欠t-Li人妻H会をi設置し （i 5 , , iι！二｝心
（、 ha~la）を iζ ど－，r るい:f/;J tf 委 i°l~2' を｛壬
l：行寸（｝るをえな：た， Iこυ
46 




























(1) 主主トワ立役者IL 政党（政治家）、 台掠，
































































































( il ) 三れに対するパテノi.l)汗明に J ; L、ては，
1 L l¥・L Patel，λ！［y Submissions (For Private Circu-
latiοn only, Bombay）がある円
( U 2) たとえば法で定め iれたとi命保｜河一公社の投
資委員会は，ムンドラ株購入について何の相談もうけ
なかった。
Surendranath Dwivedy and G. S. Bhargava, Po-
ltical Corruptio珂・・・， pp. 83～84. 
汀；lJ Surendranath Dwivcdy a口ιlc;_ S. Bh晶子
gava, l'olitical Co門官，ption-. －・ー， p.79. 
Hugh Tinker, India and Pakistan (London, 1962), 
pp. 61～62. 





Surendranath Dwivedy and G. S. Bhargava, Po-
litirnl C'orruption ..一， pp.80～丹l
( i日） Mr. Justice Vivian Bos《・， Mr. S. Sen, 
1971060051.TIF
Mr. ¥V. R. S. Sa凶1ianadhan, , :l人であみ。
この勺ちヴィヴィア，・ボース判事はJニ／1，高裁判明
判事であり，すでにダノレミア・ジ zイン（Dalmia-Jain) 
グル Y会社＇）（ 1'で， O年間IT,;r/,lli' の ~L 8似｝、一；：，
の精密な報告を韓を出している。
（注の）正i'(：； は， AllIndia Sc向 ic,'s(Discij>line 
and Apjうeal)Rules, 1955.のこと。
（注7) Surendranath Dwivedy and G. S. Bhar咽
gava, Political Corruption .・・, pp. 73, 89. 
Ci'主8) Surendranath Dwivedy and G. S. Bhar・ 
耳ava,l'olitical Co何百j>tion…・ー， p.90. 
Ci主9〕 RonaldSegal, The Crisis of India (Bo・
mbay, 1969), p. 283 ，’ iれば‘ ノル－ 1:. P りJ ！？  
チャリをすぐに無任所相，その後で悶防線経済調格:m
Lこ任日下、 ｝ヰザ 1%3年 7i］に蔵相に任ゐ？と。
（注10) Ministry of Comm目的＆ Industry, Go・
、ernmじntof I1刊lia,ReJ,ort of the Commission of 
[nquiry (Inquiry on the Administration of JJal-
mia-Jain Companies) (N巴W Delhi, 1963). 
（注1J “Sales of UC  shanぢ to Coenka firms, 
Desai orders probピ’ Patriot(July 29, 1968). 
こ t＇•匂 1968Tll 月 2011 I国会ご，ヲム ト・コエ
ンカによる IISCO株の質i5め問題が取り上げられた




































































































































；こ／!V,Jj /Jhけ lご， 担当大臣あての文書では首相のの，:r:1,Jをt,t, L, て｜ヴに！七万局方、i主iJとしていたi"l＼可｛
議員等の所有地を購入し特別の許可なしに大臣，fl’と吊i也全日lj/jj金,:1u11lfて，.＇） j' ，／；，止主： iどδせて，
ここでも，川
貧しく土地の
しかし，てはならぬと述べているのこの変更は，結く：tど；｜よ速；二icJ.,:. Jニ，：1, lで（／） ＇.」








')i)Y-(', IJ { ;, ' j¥l]I二L九、〈るcわらjLてし主マ ）t：こ，
自分ら
州知







二hをう tJ てカ子川知事i士，’告に二Jしを；｝r:_ .＼＝コ
いをともたせると述べている。
むイロン事件の第3種としてダス委員会が取り
勺 ｛p ンi土、 N当大臣
が二円問題全｛十でにト分検討ずみであるとのみ筈
ロンに問題 ＇.：たど Lた7).'
































































ている。 グス委f王会i土‘ これ iご〆，，.、て；土力イロン
fl王rが：r.












































.－） ‘｛It Lてし、るく；12 l_,
1971060055.TIF
iilif-:i Ji に下.•［，－（＇）死によ♂ p 亡 i射殺：百十日にた. ' 会， i品少資源（汚土地）と深いかかわりをも ＇） てい
た：：. ＼＇夫ト IJ（士、 ケス委員会手ft1＼を受けとると l反 るむそれゆえ迅速なライセンス入手は利権的性格
t－，に行動を開始Lた【 r；ンャストリ首相はカイ をも九うる L，護得のための術策もろうせられや
¥1 ：，に,Jif6ifl辞任を勧めたりたどし宇Ii古のい！？手に すし、。
いては、 K ・ I) ・マラ fγf ヤ•J五件C, 4）のおりの (4) カイロン事件の暴露のされ方も、各稀手lj権
円・ K ・ゲ ζ委rt会の秘伝企ネノL」ぷ公開しなか をめぐるえんこん，不満などを基底として，当初j
jた先物lにな，－， ¥ ＇，公夫しないことにして L、た 与党内部の対立という形で明るみにlJされ，つい
Lかし fょがら司 fJ { n ;.:.t頑強に州首相の胞をお で政治的に対立する他政党が， この告発に加わつ
りようとしぺ Jト Jた f二でLji央政府；土s. 1{ • ている。
ゲス委員会：·~；与の公表に踏み切り， I；イロンを伴 (5) カfロンはネル一首相の厚い信任をうけて
職；二追い？、たい力 f' f ン i土 8r'~i最後間もなく，デ いたこともあり，同氏会議派中央指導部は，会議
リーと’ ＇／ ＞γ－ / !,[If日JvJ路上で｛1if ｛；－かにI在段さ 派の下部および野党からのカイロン事件調交委員
;Jt，かの，Lンンャープ！日lf?:J(Jにおける［カ fp ン 会任命要求に対して長iをまで難色を示したは 5）。
I時代」は終，1-, ＇たむ また調査委員会報告も，ついにネルーの存命中
〔E干の険；；、I〕 には公表されなか.，fこし， またシャストリとカイ
1 I ケス委民会乙 ，;J,tftした訴状v)r-rirは， 多岐
にわたりか＇ r'li維であるがフ カイ P ＞が、白身の
ために直倍その公的地｛立と権限を干1］）召した第 lF示
山ケーブ、 it aノ）／二けごあり， i台：f主，間引をに，E、子二ら
びに￥1J益追求活動に子をiましたとみなされる第三障






















( il 1 ) もっと i., f｛になうてこゾノI:&阪の長h'j－支払
いrli；，こ・，t、Cl.lJ;mになり， ,lc,';J,j「特命j事Jj'{は，はず
，＼）.して， l)d'iiJ /~ 1こV） 「lit｛；小ljヨJをと ・＞ tことし、う Jz
L、をう；f: : o lk~, I i叫：fI jよf、i）れなかった。こジ）千Ii{,
付、1.'il ，；、JW大に対しカイロ／は金銭でヂr，宵しよ〉 ζ
1;1 L ,:c/: カ＼ れ1:1；上lfJ;i.ノつ T二。
Sure口dranathDwivedy and G. S. I3harεava, Poli-
tirnl Corruption--－ー， p.99～100. 
(ii 2) R《，portof thど CoアP口nissio広・1of lnquir: V 
(Constitute 
1¥'o. S. 0. 3109 datedλ＇ovember, 1, 1963) (New 
Delhi, 1964), p. ?:78. 
Surcndranath Dwivedy and G. S. Bhargava, Po 
litical Corruption・---, pp. 106～107, 
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Ii，そ心｛主主l々 と苔tHして著名にな J ' fこ。力ン 7二イ
,i父の家に日間していたη F、々；t, むン子 fが父
の公的f :;l;＼＇~＇力を利用して蓄財 L, その父もそれ
にFi貸して＇. －る Lけではなし、点、と疑いだしたリ ι し
ラルシ心＆， ’l，【ど＇、宇 .. －’ー， pヘi.:1i古J ' Jこどー／汁」 ci:／；：）と， かれは低
朝息子のその日の保険勧誘先を借lし、てはそこに巴
話をかけ， 息、了ーの保険劫訴を示品しても -tfi.1:i~ Lて
t，かれはい 4 3 こうに気にしないことを保証し〆たと





(f¥Jessrs ］〉町Ill丘 町nl f¥Ja日netsCり）を詰交するまで
になった。ての後， 七ラノレジ乙入 カマラシ f[J[liJに






とさ htこ点t土， カンチ fがなにゆえ短期間で蓄財




































l司会審議の過程でモラルジ自身によ！日山手干疑は，つ眠屯代理！権＇.／）；人手交｝づ t：を一！J> 7 ｛かパ 1) ，.ーム
問題とし亡取り上げたfliも公職pてi苔I誌きれた。l > .t うど i づiヒマ：株式会fl＇こ，！）問｛二J生め！－：内l上
濫片1を確たる t証拠で裏付けることはできなく終わγ ーンドヲ+lr'fキロを ξ｛）な J 》fyレ；守が1%7 'cftこ、
＇＇ている＜，こしI）て1!0を訪問し だ1R:1tしI）三どぞJ) It-,) 
カンテイ
デヅヲヵ、






















~ーにように「カンテ f ,J） ビジネスの繁栄は，そ
乙／）父U)i1;1：／合的地伎の上昇と照応関係がある＿！ (/i 6 I 
！＇！う〉
’ （ートハ :ilib00!11, 1：』一生／l＇，＇えし，
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以上l'LJ-J ,, ）ケー弐にたj？＇るそ二子 fレンの答弁は，
I 4) /'-；＼，りょう f('/cしりで，｝，
パロゲIl；徒弓：山生命｛米！倹ケー ζ1：ニパ、ぐい、
':i-える心理的影響は計りしれぬほど大きいと考え,¥i二仁子を貸さなか yf士。Ji約tm人iこd ) L、ご、
:IJ ごく普通の市民が，るのがごく白然であろう。ァコh二"'i誌カイ l,v') .f必！； I、Lケーペゴ（二 J べ、て；1,
対応者の側で仁子 fと＼1i]tアフ2 ローチをしても，「羽係宵iこ－；.＇： f苦！を＇.j兵i),ti r'ifを＇I'ュへうよ＇！（日：したこと











？｜ザ tこ：， L !,, (it'.Jι！る／二 ／f）；ニ tヰ簡を：j去るこ＇：： it十I}i'; この，E味でモラ Pレジの答弁は，いJさえられなL、。
形式的合法性にた 1 たものにすぎない。しむヘコ，＿ι？／ぺ／～ーci'tJ，＼二 l二一 h，己、
いわゆるヒンドゥ合同家
通常家長が家版尽の財産の最高の保管
モラルゴの家は，1:~) ふる企業が株券山圧倒的，i¥,, - -1, :i；二〆 ll, I ご；主，
肢とて、あり，リを一人子 J乙た1h：ニ株式i¥iJ詰価格上 iJ1f五，，、制絡全




( /II ) Taya Zinkin, Challmges・ ・-, p. 66, ・ J 
｛ケリ〆.－，.，，ある企業方， /, / r 1；て二1 、ノ Jノ t
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1！り F ,. U, こγ＞)liz 内ベ会議 ii下，，；·~ Liかffi")J.>FドL；ト
リ.di＇・ 、ょがj•;/: Vノ越l級（＇II) 'c J; ／，；：か；：して L、ァこ）ー：
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,)f ,Iこサ / ; Jσ なJ;, J~H/!!, f 1’；， I・ 凶上，＇.；＇：ぷ r/1¥Jl・士
d，に iノ ltるAICC(l)J（『 7 > i{f,i手宵』， 1967＇十 2月号），
とレうゲプヲらの主長は，個ことと同じである，W'f閉に行なわれたれ ，nであら「
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（注3〕“Desairefutes charge of favour to son九
National Herald (August 30, 1968). 
（注4〕“Chargesover son’s deals again refuted 
九forarji・‘No regret，＇ι、hava司 explainsCBI report: 
resignation move vot日dout，” Patriot (August 30, 
1968). 
（注 5）“Chargesover・・，” Patriot. 
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（注 1) Illustrated W eeldy of India (Independ-
encc Issue, 1962）にのったブラカーサの行自は， 大
変感動的である。 TayaZinkin, Challeng,es・・－・一， PP.
60～62. 
( )I 2) Taya Zinkin, Challenges・・・・・・, p. 62. 






りと＇. l L fこ。なおれ相辞任決む在任中J）行為につきJ.'i
任を問われるか杏かについて争い，最高裁で敗訴して
いる n
Surendranath Dwivedy and G. S. Bhargava, 
Political Co門官：ption・・ ・， pp.173～174. 
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Taya Zinkin, Challenges i・・，p.63. 
B日！raj Puri，“Jammu 山 1d Kashmir,'' in State 
Politiis in Ind叫 ed.by. :¥Jyrori Weinじr(Princeton, 
1968:,, p. 239. 
( n 5 ) Taya Zin kin, Challenges ...・， pp.66～67・
(it 6〕 TayaZinkin, Challenges・ －・…， pp.64～65. 
（‘ 7 I “C. B. I. report on‘maize scandal': action 
soon. Bir,・ndra Singh found guilty，＇’ fミIt1iut(July 
28, 1968). 1971年 6J]現夜，この事件の処J'Ilはまだベ
ンデ fンゲである内
（注8）“Inquirydemanded. U. F. memo lists 
14 charg《・sagainst Gill （ふV《，rnment,"Patriot (July 
5, 1%/l). 
“Pavate asked to study charges against Gill，” 
Patriot (September 7, 1968). 
こ わ.I %8 :r 11 fl 7 I l，パヴァト・メ、 J i，ーブ州
知事 Il, .¥ L前首相』：iJ ：ゐ調査委員心心： ri，中央




（注9〕“Controversyover scope of probe", Pa・ 
triot, (September 5, 1968)0 G入、υ）元関僚に；qfる，）＇j
Nを任命されたuU Aiyar Commission of Inquiry 
である。
Aiyar Commission は3巻（約1200ページ〉にわた











くl.tlO）“Motion for inquiry against Rajasthan 
Minister defeated，＇’ Times of India (May 14, 1971) 
海外アルミ資 源の開発
酋尾 滋編著
AS判／324頁／￥1000
アルミニウ J 工業の現状と諜趨を概観し，さらに資源国の開発
状況を国別にとらえた好著。アルミニウム工業の現状と課題／
アルミニウム製造用原料資源／アノレミニウム国際独占資本の資
源獲得競＇｛＞／／各論〈ラテン・アメザカ／オ ス lラ担ア／東南
アジア／インド／ア 7 9力〉／ノその他
媛 助の実態と経済政策
原 費天篠宮
A5判／274頁／￥850
援助の効果を純粋な経済問題として計f量的に捉えることが緩め
て困難な今日，援助の実態を分析し，その実態に則した総合的
な経済政策が追及されな付ればならない。本書理論篇は援劫政
策の変遷とその政治・経済的背景を追跡し，実態篠は，ィ γ ド，
パキスタン，台湾の最も中心的な援助プロジェタトの分析を試
みた。
，アジア経済出版会発発
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